
６/１２近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
3５クール日報（６月8日～６月14日）
	報告日
天気
	６月１２日（水）晴れ
気温：（1８～３０℃）
	報告者
	大阪府社協　難波　志保
※文中チームメンバー敬称略

	VCの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー
	【35】東出（滋賀県・守山市）、吉岡（京都府・長岡京市）、長谷川（兵庫県）、久保（京都市・伏見区）、難波（大阪府）、中山（大阪市・西区）、山口（堺市）、武野（兵庫県・丹波市）、石原（兵庫県・宝塚市）、糸井（神戸市・北区）、沢田（奈良県・大和郡山市）、神田（和歌山県・湯浅町）

	役割分担
	【35】運営支援（難波）、マッチング（吉岡、中山、山口、石原）、車両マッチング（糸井・東出・沢田）、Ｖ受付・資材（神田）、ニーズ受付/現地調査（長谷川）、分別管理（武野・久保）

	
	7:15 宿舎出発
8:00 センター着・準備開始
8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:10 マッチング開始
     現地調査開始
9:50 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
ボランティア活動調整（アポ取り）等
13:00本部で活動者報告受付（順次対応）
16:00 全班活動終了
17:30 終礼・翌日準備
19:00 センター出発 
21:00 宿舎到着・顔合わせ
21:30 業務終了
	<本部以外の動き>
仮仮置場
七尾市美術館駐車場～6月13日延長

和倉集積所休み

リサイクルセンター稼働


※熱中症警戒アラート→活動中止
震度5弱以上→活動中止　6/7付事務連絡発出

	報告事項

	●新規受付：　8件
　現地調査：一般0件、技術0件、計0件（マッチング0件、キャンセル0件）
●マッチング担当
・上記の状況のとおり。
●現地調査担当
・VCO２名、丸亀市0名、近ブロ１名　計3名体制
●Ｖ受入れ：県Ｖ：バス0名、現地集合型83名、団体：近江八幡市社協18、刈羽社協7、柏崎JC8＝29名、運転Ｖ2名（車持込）＝計114名
　完了17件、継続3件、キャンセル1件、再調整　　計21件　残ニーズ数339件（一般315）

	今後の主な予定
	●6月1日から7月31日まで和倉集積所のみの稼働（受入可能日火・木・土・日）。災害廃棄物の搬入に際しては、罹災証明等の原本書類提示が必須。一方で、月～金、土（AM）は、リサイクルセンターへの搬入が可能であり、仮仮置場から搬出を行っている。
●現在の仮仮置き場である七尾市美術館については6月13日までとなっており、6月13日～20日までは中島地区コミュニティセンター（※13日はかぶって押さえている）まで、6月21～25日まで七尾市美術館、6月26日～30日まで中島コミセンとなっている。
●ブロックを大量に搬出する案件が随時入ってくることや、ボランティアが少なくなる可能性も考えてマッチングの予定を組んでいく必要がある。基本的に中島地区コミセンを仮仮置場として利用する期間は、周辺のニーズを重点的にマッチングし集中支援していくこととなる。配車についても、中島地区コミセンを拠点に回す方法など効率的なオペレーションを試してほしいと七尾市社協から要請あり。
●13日は七尾市美術館を完全撤収。あわせて、13日朝から中島コミセンの受入体制を整え、10時半から搬入開始できるように持っていく予定。
●近ブロ・丸亀市からの派遣がなくなり（6月29日最終）、7月から地元主体の運営体制となるため、だれが見てもわかりやすい（持ち込みNG・OKのものを写真で示すなど）マニュアルをつくってほしいとのこと。
土日を活動日とする週末型ボラセンとし、金曜日を受入れ調整など準備にあてる。県内市町社協3名、施設協（高齢・障がい・児童）3名、民生委員1名、防災士会や災害VCo3～4名の応援を得ての運営体制を考えている6月29日は近ブロメンバーとともに、7月からの新メンバーに来てもらい、Vを30～40名受け入れてシミュレーションを兼ねての運営とする予定。それまでに（38～39クールあたりか）、ＶＣ運営の見学にきてもらってイメージを持ってもらえるようにしたいと考えておられる。

	調整課題
・所感等
	●新規ニーズの受付を終了しており、かつ現地調査件数が少なくなっているため、35クールから「ニーズ受付」と「現地調査班」の統合が行われ、「マッチング」、「オリ・車両マッチング」に厚く配置されるようになり、次クールもこの体制を継続予定。（丸亀市職員３名：「現地調査」→「V受付・資材1」「分別管理2」にそれぞれ配置。）次クールもひきつづき同じ配置でいく。また、引継ぎ資料を作成する際は、7月以降の地元主体の運営がスムーズにいくようにすることも意識して作成・修正していく。
●1日25件の目標を掲げ、6月中の完了をめざしていくことになっているが、ボランティアの減少や1件あたりにかかる時間（多い案件が残っている）、地理的距離の問題から達成はかなり厳しい状況と思われるが、少しでも減らせるようにマッチングを進めていく。
●なお、Ｖ受付は5月20日で終了しているが、ひきつづき1日平均5～6件ペースで新規ニーズが入ってきている状況。
●仮置場に搬入する際の罹災証明について、数台連なって行ってもチームに1枚ではなく、1台1枚が必要となっているため、なんとかクリアできないか、行政へ調整中。
（罹災証明の枚数を増やしたいので、職員さんに呼び掛けられているそう。また、今後の運営に向けては、依頼者に罹災証明を出してもらうよう依頼をかけたいとのこと。）
●Vで搬入可能な災害廃棄物や、搬入先（仮仮置場、仮置場、リサイクルセンター）を混同されている方がやはりおられるため、オリエンテーションを丁寧に行うことを確認。また、仮置場に向かう際、トラックへ積み込む順番を考えて搬出が効率よくできるようにすることもあわせてお願いする。オリエンテーション時に配布する「ボランティアの心得」を更新した。（3枚もので、最終ページは明日か明後日くらいに再度更新予定）。



